
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称 伊勢崎市やりたいをカタチに支援事業審査委員会 

開 催 日 時 令和８年４月１９日（日）午前９時００分～午前１１時３０分 

開 催 場 所 絣の郷円形交流館多目的ホール 

出 席 者 氏 名 

（委員） 

大前委員長、藤井副委員長、高川委員、真下委員、田中委員 

（事務局） 

市民活動課長、市民活動支援係長２名、市民活動支援係主査１

名、市民活動支援係主任２名 

傍 聴 人 数  ０名 

会 議 の 議 題  市民提案型やりたいをカタチに支援事業審査 

会 議 資 料 の 内 容  やりたいをカタチに支援事業補助金企画提案書 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

 

１．あいさつ 

【大前委員長】 

 

２．審査委員の紹介 

 

３．事業概要の説明【市民活動支援係主査】 

（１）制度の概要について 

 

（２）プレゼンテーションの進め方について 

 

４．公開審査会 

（１）審査会 

やりたいをカタチに支援事業補助金企画提案書の提出のあった

６事業の公開プレゼンテーションを行いました。 

以下質疑応答の内容です。 

 

〈AOフェスティバル実行委員会〉 

Ｑ１ 

 「Ａｏｆｅｓ２０２６」というイベント名称では、内容が分か

りにくいのではないか。「伊勢崎」と「音楽」というワードを入

れたらどうか。 

 



Ａ１ 

 「伊勢崎」や「音楽」というワードがある方がイベントの内容

が分かりやすいとは思う。しかし、このイベントの将来を見据え

たときにそのワードがあると、そこに関係のない者を遠ざけてし

まうのではないかと考え、そのワードは使用していない。 

 

 Ｑ２ 

 このイベントはお祭りを目指すということだが、子どもたちを

どのように巻き込む予定か。 

 

 Ａ２ 

 大人が本気を出せばこんなイベントが可能であると、その様子

を子どもたちに見てもらうことで巻き込んでいきたい。 

 

 

〈ＤＥＡＵ ＦＥＳ ＩＳＥＳＡＫＩ事務局〉 

 Ｑ１ 

 地域力アップ事業への補助金応募だが、そもそも「地域力」と

は如何なるものと考えるか。また、伊勢崎市に必要とされる「地

域力」とは如何なるものと考えるか。 

 

 Ａ１ 

 「地域力」とは、そこに集う人々がその地を愛し、発信をし、

発展していくことだと思う。伊勢崎市に必要とされる「地域力」

とは、我々のような伊勢崎を愛する大人が率先をして、伊勢崎に

集う人々や食べ物などの魅力に気付き、発信して、広げていくこ

とだと考える。 

 

 

〈栄養ワンダーｉｎいせさき実行委員会〉 

 Ｑ１ 

 イベントを通して栄養についての関心を広げる活動ということ

だが、イベント以外の日常の部分でそのような活動を行う予定は

あるか。 

 

 Ａ１ 

 日常の部分での活動を検討しているところではあるが、現状は

様々な制約から難しいと感じている。 

 

 Ｑ２ 

 まちなかでの開催で、参加者５００人を見込んでいるとのこと

だが、参加者の駐車場はどのように確保する予定か。 

 

 Ａ２ 

 会場付近の保育園等にお願いをし、駐車場の確保を進めている

ところである。 

 

 

〈チーム０ガービッヂ〉 

 Ｑ１ 



 この事業の参加対象者を学生と限定するには理由があるのか。

大人も参加可能にすれば、多世代の交流も同時に図れるのではな

いか。 

 

Ａ１ 

 大人を参加可能としてしまうと、学生によってはそれを壁と感

じ、参加を躊躇してしまうことがあるように思う。そのため、あ

えて参加対象者を学生と限定している。 

 

 Ｑ２ 

 参加者募集をするにあたり、どのように事業の周知を考えてい

るか。 

 

 Ａ２ 

 学生向けのチラシ配布とＳＮＳを活用し、事業の周知を考えて

いる。 

 

 

〈特定非営利活動法人アスワード〉 

 Ｑ１ 

 事業目的である人材育成は成果が見えにくいものであるが、ど

ういった指標で成果を測るか。 

 

 Ａ１ 

 事業の中で開催する各講座の参加人数、ボランティアについて

の相談件数は、成果を測る１つの指標であると捉えている。 

 

 

〈ユースふれあいフェスタ実行委員会〉 

 Ｑ１ 

 事業の準備はどのように進めているか。 

 

 Ａ１ 

 毎月１回程度、実行委員会を開催し、準備を進めている。 

 

 Ｑ２ 

 集客目標人数が３，０００人ということで、多数のボランティ

アスタッフが必要と思われるが、ボランティアスタッフの確保は

どのように行う予定か。 

 

 Ａ２ 

 ウェブ上でのボランティアの募集をはじめ、様々な媒体を通

し、ボランティアスタッフを確保していく予定である。 

 

５．閉会 

（１）講評【大前委員長】 

 

（２）連絡事項 

  事務連絡を行いました。 

 



◆ 審査結果 

 

（団体名）ＡＯフェスティバル実行委員会 

（事業名）Ａｏｆｅｓ２０２６ 

 

（団体名）ＤＥＡＵ ＦＥＳ ＩＳＥＳＡＫＩ事務局 

（事業名）ＤＥＡＵ ＦＥＳ ＩＳＥＳＡＫＩ ２０２６ 

 

（団体名）栄養ワンダーｉｎいせさき実行委員会 

（事業名）栄養ワンダーｉｎいせさき 

 

（団体名）チーム０ガービッヂ 

（事業名）０ゴミバードウォッチングプロジェクト 

 

（団体名）特定非営利活動法人アスワード 

（事業名）若者ボランティアコーディネーター 

 

（団体名）ユースふれあいフェスタ実行委員会 

（事業名）ユースふれあいフェスタ 

 

上記のとおり、６事業が補助対象事業として選定されました。 

 

以上 

 

 


